
　教育委員会の不登校児童生徒への対応の基本目標は学校復帰に
ありますが、復帰に至るのは 3 割から 4 割とのこと。学校復帰
とならずに、次のステップに進む子も半分以上いるわけです。
　文科省の通知には、不登校の解決の目標は児童生徒の「将来的
な社会的自立に向けて支援すること」とあり、学校復帰を目標と
はしていません。復帰を目標にすると、本人も親も追い詰められ
てしまいます。本人の力が回復することを「待つ・支える」居場
所作りに力を入れてほしいものです。
　川崎市では、子ども夢パークというプレーパークの一角で、
NPOが毎日、不登校の子どもの居場所を運営し、子どもたちが元
気を回復しています。
　目標を学校復帰に固執せず、今ある千葉市の子ども関連施設で
の支援も充実させ、親の会や民間団体等と連携しながら安心して
過ごせる居場所を作って欲しいと要望しました。

大 丈 夫 ？
職員の給与・手当の支給にも苦慮する市立病院

　2013年度、約10億円の赤字決算となった病院事業会計は、運転
資金が確保できないとして、一時借入金の限度額を10億円から25
億円に引き上げる議案が出されました。
　これまで借入の実績はほとんどなかったものが、本年３月に給
与支給のため３億円、６月に期末勤勉手当支給のため５億円を借
り入れました。
　赤字の理由は、病床利用率が低迷し、目標とする医業収益があげ
られなかったため。青葉病院で夜間対応の看護師を確保できず、病
棟を一部休床した影響が６億円。海浜病院は、青葉病院への整形
外科集約による５億円減を、内科外科の入院患者増で埋めようと
したものが、内科医師を増員できず達成できなかった、とのこと。
　運転資金のための一時借り入れは致し方ないとはいえ、返済の
メドが立たないようでは困ります。医師不足・看護師不足解消が
急務です。

「えっ！北谷津にまた建つの？」
市民への丁寧な説明が必要な清掃工場建て替え計画
　千葉市は３つの清掃工場のうち老朽化した北谷津清掃工場を廃
止し２つにしようと、ゴミ削減に力を入れてきました。ただし、２
つに減らしてもいずれ老朽化することから、いつどこに建て替え
るかを計画しておかなければなりません。
　議案は一般廃棄物処理施設基本計画作成のための補正予算案で
したが、市は平成38年操業を目途に北谷津清掃工場跡地に新しい
清掃工場の建設を考えていることが明らかになりました。
　いずれ避けて通れない工場の建て替えですが、北谷津にはもう
建たないと思いこんでいた市民も少なくないと思います。
　地元自治会は受け入れ賛成と聞いていますが、その他の市民も
含め、今後充分で丁寧な説明を行うことが必要です。

山田  京子

◆ 総務分科会

◆ 保健消防分科会

◆ 環境経済分科会

◆ 教育未来分科会

◆ 都市建設分科会

　　　　議会運営委員会の市民傍聴  可能に!
　議会運営を取り仕切る議会運営委員会。意見書の協議
なども行われ、各会派の考え方の違いがよく見える場で、
ほとんどの政令市が市民の傍聴を認めています。
　千葉市でも、これまで反対していた自民党がようやく
賛成にまわり、12 月議会から市民の傍聴が可能となり
ます。是非一度おいでください。


